
2一丁－3  

特別セッション  

1997年度日本オペレーションズ・リサーチ学会  

秋季研究発表会  

スキャン・パネル・データを利用した新製品予測モデル  

東京経済大学経営学部 田島博和 TAJIMAHirokazu   

消費財（consumer goods）の新製品が市場に導入されてから普及していく過  

程をモデル化し、診断情報を早期に入手する試みは、実務からの要請もあって  

比較的古くから行われている。その中でもBassの研究やFourtandWoodlock  

の研究は、初期の代表的な研究であるといえる。そしてこれらのモデルを拡張  

した研究が、価格を考慮したDolanandJeulandの研究や、広告を考慮した  

Horsky andSimonの研究をはじめとして、今日に至るまで数多く行われてい  

る。これらのモデルのパラメターを推定するために用いられるデータは、POS   

データをはじめとする時点毎の販売履歴データ、または家計の購買履歴を家計  

に関して時点毎に集計していられたデータなぁで、集計レベル（aggregate  

level）のモデルと呼ばれている。しかし集計レベルのモデルには次に述べるい  

くつかの問題点がある。ひとつは、用いるデータが家計に関して集計されてい  

るため、当該新製品を試用購買する確率やそのタイミングに関する家計の異質  

性を検出できないことである。そしてもう一つは、特に新製品を分析する際に、  

パラメター推定値が統計的に安定するために十分な量のデータを確保できない  

という事である。モデルのパラメター推定に用いるデータは一般に、最長でも   

市場導入時点から現荏までの時点数分しか入手することができない。とくに新  

製品は文字通り市場導入されてからまだ間もない製品なので、データは必然的  

に少なくなり、パラメター推定値が統計的に安定しにくくなってしまうのであ   

る。   

これらの問題を解決すべく、非集計レベル（disaggregatelevel）のモデルを用  

いた研究も数多く行われている。これはスキャン・パネル・データのように、  

家計毎の（すなわち家計に関して集計されセいない）購買履歴デーケを用いて  

パラメターを推定するモデルであり、試用購買する確率やタイミングに関する  
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家計の異質性を検出することが可能である。また家計を増やすことによって、  

統計的に安定したパラメター推定値を得るために十分な量のデ⊥夕を薩保する  

ことが可能である。   

ところで新製品は一般に、全てのカテゴリー・ユーザーによって試用購買さ  

れるとは限らない。すなわち、その新製品を認知しても決して試用購買しない  

カテゴリー・ユーザーが存左する可能性がある。従って各家計の試用購買する  

確率すなわち潜在的試用購買者である確率を考慮することによって、「当該新  

製品を決して試用購買しない家計」の存在を許したモデルの方が、・現実をよく  

表しているといえよう。   

そこで当日は、ダイナミックに変化する価格等の共変量が試用購買する確率  

とタイミングの両方に影響を与える非集計レベルのモデルにづいて報告する。   
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